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12 月 26 日に開催する企画展「連続テレビ小説『ばけばけ』の世界と小泉セツと八雲」に先ん

じて、松江歴史館で保管している小泉セツと八雲に関係する資料を紹介します。 

小泉八雲夫妻が美保関に滞在した際に、セツの髪結をした恩田カネがセツからもらった髪飾
かみゆい

り、恩田カネが当時を振り返って書いた文章を展示します。また、夫妻の息子で洋画家の清が両

親の足跡を追い美保関を訪れた際に書いたスケッチを展示します。 

 

 

 

 

 

 

　 

 

 

 

松江歴史館　ミニ展示　展示シート　2025.12.2（火）～2026.2.1（日） 

連続テレビ小説「ばけばけ」の世界と小泉セツと八雲の時代プレ展示 

小泉セツが贈った髪飾り 

小泉八雲とセツは美保関を三度訪れ、海水浴や休暇を楽しんでいる。美保関にある島屋という旅館に滞
しま や

在中、セツは髪結（髪の毛の手入れ）を当地の恩田カネに依頼していた。セツは髪結のたびにカネへ髪
かみゆい

結料とともに貝製の根掛（髪飾り）を手渡した。のちにカネは根掛を数珠に作り変えて使用していた。 
ね がけ じゅ ず

恩田元穂所蔵（松江歴史館寄託）



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　　 　　  

関の五本松 　　　　　 嫁ケ島   カネさんの肖像

小泉八雲とセツの印象 

美保関の旅館島屋で小泉セツの髪を結っていた恩田カネが、後年
しま や

八雲夫妻のことを思い出しまとめた文章である。それには初めて

会ったとき（明治 24 年）は言葉が通じなかったが、徐々に通じ

るようになったこと、水泳がうまかったこと、悋気（やきもち）
りん き

で怒っていること、潔癖で虫が入った酒はすべて捨てていたこと
けっぺき

など、生き生きとした八雲とセツの様子を記す。 

恩田元穂所蔵（松江歴史館寄託）

小泉八雲の三男である洋画家の清（1899～1962）は、八雲の没後 50 年に際し父の面影を追ってスケッ

チ旅行に出た。美保関に来訪した際に恩田カネを訪ね、その場で携帯していた矢立で描写した。 
や たて

現在、島根県立美術館ではコレクション展「小泉清―小泉八雲とセツの三男として生まれて―」を開催

中です。 

恩田元穂所蔵（松江歴史館寄託）
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